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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
浴槽の内壁面に向けて洗浄ノズルから洗浄水を噴射させることにより洗浄する浴槽洗浄装
置であって、
　前記浴槽内の水位を検出する水位検出手段と、
　前記洗浄ノズルからの洗浄水の吐出流量を変更調整する流量調整手段と、
　前記水位検出手段により得られる入浴時の喫水面水位の高低如何に応じて前記流量調整
手段による吐出流量を変更調整した上で、前記洗浄ノズルから洗浄水を噴射させる洗浄制
御手段と
を備え、
　前記洗浄制御手段は、前記水位検出手段により得られた入浴時の喫水面水位の変動履歴
の内の最も高水位の値に対応する上側の喫水線位置に対し前記洗浄水が噴射されるよう、
前記流量調整手段による吐出流量を変更調整するように構成されている、
ことを特徴とする浴槽洗浄装置。
【請求項２】
請求項１に記載の浴槽洗浄装置であって、
　前記洗浄制御手段は、前記水位検出手段により得られた入浴時の喫水面水位の変動履歴
の内の最も低水位の値に対応する下側の喫水線位置に対しても前記洗浄水が噴射されるよ
う、前記流量調整手段による吐出流量を変更調整した上で、前記下側の喫水線位置に対す
る洗浄の噴射を併せて実行するように構成されている、浴槽洗浄装置。
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【請求項３】
請求項２に記載の浴槽洗浄装置であって、
　前記洗浄制御手段は、前記下側の喫水線位置に対する洗浄を実行した後に、前記上側の
喫水線位置に対する洗浄を実行するように構成されている、浴槽洗浄装置。
【請求項４】
請求項１～請求項３のいずれかに記載の浴槽洗浄装置であって、
　前記洗浄水として加熱後の湯又は非加熱の水を供給するように付設される一方、前記浴
槽と浴槽内の湯水と連通可能な管路によって互いに接続される熱源機を備え、
　前記熱源機は、前記管路内に作用する前記浴槽内からの水圧に基づいて前記浴槽内の水
位を検出する水位検出手段を備えている、浴槽洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴槽の内壁面等に対し洗浄水を噴射させて内壁面等に付着したゴミや湯あか
等を自動洗浄するための浴槽洗浄装置に関し、特に最も汚れの付着した部位を自動判定し
、かかる部位を重点的に洗浄し得るようにする技術に係る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、浴槽洗浄装置として、浴槽に洗浄ノズルを設置し、この洗浄ノズルに対し洗浄用
の洗浄水を供給することにより浴槽の内壁面に向けて洗浄ノズルから洗浄水を噴射させ、
これにより浴槽の内壁面を洗浄するものが知られている。このような浴槽洗浄装置におい
て、例えば特許文献１では、洗浄水を所定の流量に制御するために、洗剤混合部よりも上
流側位置に水量調整弁又は定流量弁を介装することが提案されている。そして、このよう
な水量調整弁等の流量制御手段を備えることで、給湯器側での流量制御が不要となって上
水を直接に利用することができ、あるいは、洗浄に適した濃度の洗浄水を浴槽の内壁面の
全面にわたり噴射したり、喫水線近傍に向けて噴射したりすることができると記載されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２９９６７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、浴槽の汚れは、入浴者が入浴した状態における上昇水面（喫水面）と、浴槽
の内壁面とが接触する喫水線近傍に付着し易いため、この部位を狙って洗浄水を噴射する
ようにすればよいと考えられる。ところが、浴槽に入浴する入浴者は特定の一人だけとは
限らず、１回の湯張り後に複数人が繰り返し入浴することもあり、さらに、その入浴者（
例えば親と子）の体重等も様々であるため、喫水線は一定ではない。このため、洗浄水を
噴射させる狙いの位置として、入浴時の喫水線になるであろうと通常想定される想定上の
喫水線位置を設定し、この想定上の喫水線位置に洗浄水を噴射するように設計することが
考えられる。
【０００５】
　しかしながら、このようにすると、想定上の喫水線位置と、実際の喫水線位置との相違
に起因して、自動洗浄を実行させても、汚れが落ちなかったり、たとえ落ちたとしても汚
れがまだら模様となって残ったりするおそれが考えられる。
【０００６】
　すなわち、実際の喫水線位置が想定上の喫水線位置よりもかなり高いと、汚れはそのま
ま残留するおそれがあったり、逆に、実際の喫水線位置が想定上の喫水線位置よりもかな
り低いと、洗浄水の垂れ落ちにより汚れがまだら模様となって残るおそれがあったりする
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ことが考えられる。例えば、図９に示すように、実際の喫水線位置Ｋが想定上の喫水線位
置（洗浄水Ｗの噴射位置）Ｆよりもかなり低いときには、想定上の喫水線位置Ｆに対し噴
射された洗浄水が浴槽Ｂの内壁面に沿って流れ落ちるに従ってまとまるようになる。この
ため、実際の喫水線位置Ｋに付着した帯状の汚れＧの内、まとまった洗浄水流下部Ｒ，Ｒ
，…が流下する部分の汚れは洗い流されるものの、それ以外の部分ｇ，ｇ，…は汚れが付
着したまま残ることになる。この結果、前記の部分ｇ，ｇ，…がまだら模様となって汚れ
たまま残るおそれがある。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、汚
れが最も付着するであろうと考えられる実際の喫水線位置を実際の入浴状況に対応して自
動判定し、実際の喫水線位置を重点的に洗浄し得るようにすることで、浴槽内の洗浄を確
実に行い得る浴槽洗浄装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するために、本発明では、浴槽の内壁面に向けて洗浄ノズルから洗浄水
を噴射させることにより洗浄する浴槽洗浄装置を対象にして、次の特定事項を備えること
とした。すなわち、前記浴槽内の水位を検出する水位検出手段と、前記洗浄ノズルからの
洗浄水の吐出流量を変更調整する流量調整手段と、前記水位検出手段により得られる入浴
時の喫水面水位の高低如何に応じて前記流量調整手段による吐出流量を変更調整した上で
、前記洗浄ノズルから洗浄水を噴射させる洗浄制御手段とを備えることとする。
【００１０】
　加えて、本発明では、洗浄制御手段として、前記水位検出手段により得られた入浴時の
喫水面水位の変動履歴の内の最も高水位の値に対応する上側の喫水線位置に対し前記洗浄
水が噴射されるよう、前記流量調整手段による吐出流量を変更調整する構成とすることと
した（請求項１）。本発明の場合、実際の入浴状況に応じて得られた喫水面水位に基づい
て、洗浄ノズルからの洗浄水の吐出流量を変更調整しているため、その喫水面水位に対応
する喫水線位置に対し洗浄水を噴射させて洗浄することが可能となる。かかる喫水線位置
に入浴後の汚れが最も付着することになるため、実際の入浴状況に応じて付着した汚れを
確実に洗浄して除去することが可能となる。加えて、色々な入浴者が入浴したとしても、
最も体積の大きい入浴者の入浴により喫水面水位が最高に上昇したときの喫水線位置に最
も汚れが付着することになる。このため、このような上側の喫水線位置に対し洗浄ノズル
からの洗浄水を噴射させることで、その汚れを確実に洗浄して除去し得ることになる。
【００１１】
　前記発明の浴槽洗浄装置において、洗浄制御手段として、前記水位検出手段により得ら
れた入浴時の喫水面水位の変動履歴の内の最も低水位の値に対応する下側の喫水線位置に
対しても前記洗浄水が噴射されるよう、前記流量調整手段による吐出流量を変更調整した
上で、前記下側の喫水線位置に対する洗浄の噴射を併せて実行する構成とすることができ
る（請求項２）。このようにすることにより、入浴者がたとえ複数人いたとしても、喫水
面水位の最も低水位の値に対応する下側の喫水線位置と、最も高水位の値に対応する上側
の喫水線位置との双方に対し洗浄水を噴射させて洗浄することが可能となる。このため、
実際の入浴状況に応じて浴槽の内壁面に付着してしまうことになる汚れの全てを、的確に
洗浄して洗い流すことが可能となる。
【００１２】
　又、前記発明の浴槽洗浄装置において、洗浄制御手段として、前記下側の喫水線位置に
対する洗浄を実行した後に、前記上側の喫水線位置に対する洗浄を実行する構成とするこ
とができる（請求項３）。このようにすることにより、下側の喫水線位置にある汚れがま
ず洗い流された後に、上側の喫水線位置にある汚れが洗い流されることになる。このため
、従来、洗浄水が噴射される狙い位置よりも下位に汚れがまだら模様になって残るような
現象が確実に防止される。
【００１３】
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　以上の発明の浴槽洗浄装置において、前記洗浄水として加熱後の湯又は非加熱の水を供
給するように付設される一方、前記浴槽と浴槽内の湯水と連通可能な管路によって互いに
接続される熱源機を備えることとし、前記熱源機が、前記管路内に作用する前記浴槽内か
らの水圧に基づいて前記浴槽内の水位を検出する水位検出手段を備えるようにすることが
できる（請求項４）。このようにすることにより、喫水面水位を検出する水位検出手段と
して、前記熱源機が備える水位検出手段を用いることが可能となる。このため、浴槽に対
し水位センサ等を特別に設置することなく、熱源機側との連係により効率よく喫水面水位
の検出を行うことが可能となる。
【発明の効果】
【００１４】
　以上、説明したように、本発明の浴槽洗浄装置によれば、実際の入浴状況に応じて得ら
れた喫水面水位に基づいて、洗浄ノズルからの洗浄水の吐出流量を変更調整しているため
、その喫水面水位に対応する実際の喫水線位置に対し洗浄水を噴射させて洗浄することが
できる。そして、かかる喫水線位置に入浴後の汚れが最も付着することになるため、実際
の入浴状況に応じて付着した汚れを確実に洗浄して除去することができるようになる。
【００１５】
　加えて、色々な入浴者が入浴したとしても、最も体積の大きい入浴者の入浴により喫水
面水位が最高に上昇したときの喫水線位置に最も汚れが付着することになるため、このよ
うな上側の喫水線位置に対し洗浄ノズルからの洗浄水を噴射させることで、その汚れを確
実に洗浄して除去することができるようになる。
【００１６】
　請求項２によれば、入浴者がたとえ複数人いたとしても、喫水面水位の最も低水位の値
に対応する下側の喫水線位置と、最も高水位の値に対応する上側の喫水線位置との双方に
対し洗浄水を噴射させて洗浄することができ、実際の入浴状況に応じて浴槽の内壁面に付
着してしまうことになる汚れの全てを、的確に洗浄して洗い流すことができるようになる
。
【００１７】
　請求項３によれば、下側の喫水線位置にある汚れがまず洗い流された後に、上側の喫水
線位置にある汚れが洗い流されることになるため、従来、洗浄水が噴射される狙い位置よ
りも下位に汚れがまだら模様になって残るような現象を確実に防止することができるよう
になる。
【００１８】
　請求項４によれば、喫水面水位を検出する水位検出手段として、前記熱源機が備える水
位検出手段を用いることができ、浴槽に対し水位センサ等を特別に設置することなく、熱
源機側のとの連係により効率よく喫水面水位の検出を行うことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の浴槽洗浄装置の実施形態を適用した風呂システムを示す模式図である。
【図２】実施形態における浴槽洗浄制御に係る部分のブロック構成図である。
【図３】喫水面水位と洗浄水の吐出流量との関係テーブルの例を示す説明図である。
【図４】熱源機側での喫水面水位取得処理に係る制御フローチャートの前半部である。
【図５】図４の制御フローチャートの後半部である。
【図６】浴槽洗浄装置側での洗浄制御に係る制御フローチャートである。
【図７】図７（ａ）は湯張りが完了し非入浴での基準水位の状態を示す断面説明図であり
、図７（ｂ）は入浴者が入浴して水位が上昇した状態を示す断面説明図である。
【図８】図８（ａ）は入浴終了後の排水途中であって循環口まで水位降下した状態を示す
断面説明図であり、図８（ｂ）は喫水面水位データの上限値・下限値のそれぞれの喫水線
近傍に対し洗浄水を噴射する洗浄処理の状況を示す断面説明図である。
【図９】実際の喫水線が想定上の喫水線よりも下位にある場合に生じるおそれのある、ま
だら模様の汚れの発生状況を示す部分説明図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２１】
　図１に本発明の実施形態に係る浴槽洗浄装置を適用した風呂システムを示す。同図にお
いて、符号１は浴室を区画形成する浴室壁又は浴室を含む建物の壁であり、壁１の内側に
浴槽２及び浴槽洗浄ユニット３が配設される一方、壁１の外側に熱源機（例えば給湯器付
き風呂釜)４が配設されている。なお、図１は配管等のつながりを示すものであり、上下
関係を特定するものではない。
【００２２】
　熱源機４は、給湯機能、湯張り機能及び追い焚き機能を備えた複合熱源機であり、図１
には熱源機４として１缶２水式に構成されたものを例示している。すなわち、熱源機４は
、風呂熱交換器４１と給湯熱交換器４２とが１つの缶体内に配設されて共通の熱源である
燃焼バーナ４３により熱交換加熱されるように構成されている。以下、熱源機４について
先に概略説明した上で、浴槽２の側の構成について詳細に説明する。
【００２３】
　前記熱源機４は、水道水等の給水を給水路に受けて給湯熱交換器４２において燃焼バー
ナ４３の燃焼熱との熱交換加熱により所定温度まで加熱した湯を給湯路４４に出湯させ、
この給湯路４４を通して台所や洗面所等の各所の給湯栓４５や浴槽洗浄ユニット３に給湯
するようになっている。又、熱源機４は追い焚き機能を実現するための戻り路４６及び往
き路４７からなる追い焚き循環路４８を備え、浴槽２内に湯張りされた浴槽湯水を図示省
略の循環ポンプの作動により風呂熱交換器４１との間に循環させて、所定温度まで追い焚
き加熱し得るようになっている。さらに、前記の熱源機４内において給湯路４４から分岐
した注湯路を通して追い焚き循環路４８に注湯を受け、この注湯を追い焚き循環路４８を
通して浴槽２に注湯することにより浴槽２に対する湯張りが行われるようになっている。
その際、熱源機４内において追い焚き循環路４８に介装された圧力検知式の水位センサ４
９により浴槽２内の水位を検出して、その水位検出値を熱源機コントローラ５に出力する
ようになっている。前記の水位センサ４９は、浴槽２内の湯水と連通された密閉状態の追
い焚き循環路４８内の水圧を検出することで、浴槽２内の水位を測定・検知するようにな
っている。
【００２４】
　以上の給湯、追い焚き及び湯張りの各運転は台所リモコン５１等により入力設定される
設定出湯温度や湯張り温度等の設定情報に基づいて熱源機コントローラ５による作動制御
によって実現されるようになっている。例えば、給湯制御部５２による給湯制御は、給湯
栓４５が開かれたり浴槽洗浄ユニット３の注湯電磁弁３０が開かれたりして所定の作動流
量以上の入水が検知されると、燃焼バーナ４３を燃焼作動させて給水路からの入水を加熱
し、所定温度の湯を給湯路４４に出湯させるようになっている。又、湯張り制御が開始さ
れると、前記注湯路を開作動させる一方、燃焼バーナ４３を燃焼作動させて給水路からの
入水を加熱し、所定温度の湯を給湯路４４，注湯路，追い焚き循環路４８を通して浴槽２
まで注湯することにより湯張りされるようになっている。その際、風呂自動処理の場合に
は、この湯張りの後に、さらに所定の沸き上がり温度まで昇温させて維持させる追い焚き
制御が循環ポンプ（図示省略）及び燃焼バーナ４３をそれぞれ作動させることにより行わ
れるようになっている。
【００２５】
　浴室に設置された浴槽２には、その側壁の最下端近傍位置に循環アダプタ２１が設置さ
れ、底壁には自動開閉駆動制御式の排水栓２２及び後述の洗浄ノズル２４が設置され、上
面側のフランジ壁には開閉駆動機構２３及び後述の洗剤タンク２７が設置されている。前
記の循環アダプタ２１には追い焚き循環路４８の戻り路４６及び往き路４７がそれぞれ接
続され、循環アダプタ２１を介して浴槽２内の浴槽湯水が戻り路４６に吸引される一方、
往き路４７から浴槽２内に吐出されるようになっている。又、排水栓２２は開閉駆動機構
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２３から開閉駆動力の伝達を受けて開閉作動されるようになっており、この開閉駆動機構
２３にはその作動状態（排水栓２２が開状態か閉状態か）の如何を検出する排水栓状態検
出センサ（図示省略）が設置され、これからの出力信号に基づき開閉駆動機構２３が作動
制御されるようになっている。排水栓２２が開かれると、浴槽２内の湯水が浴室底部に排
出され、続いて浴室の排水口から排水されることになる。
【００２６】
　浴槽洗浄ユニット３は、浴槽２の内壁面等を対象にして洗浄処理するために設置される
ものである。浴槽洗浄ユニット３は、前記の浴槽２の底壁に設置された洗浄ノズル２４と
、この洗浄ノズル２４に洗浄水を供給する洗浄配管２５と、洗浄配管２５の上流端におい
て洗剤を混入させる洗剤混入部２６と、この洗剤混入部２６に供給するための洗剤を貯留
する前記の洗剤タンク２７と、洗剤タンク２７からの洗剤の供給・停止の切換を行う洗剤
電磁弁２８と、前記の洗浄配管２５の上流端に対し洗浄用の湯又は水（以下「湯水」とい
う）が供給されるよう給湯路４４を連通させる注湯配管２９と、注湯配管２９に介装され
て給湯路４４からの湯水を供給するか否かの切換を行う注湯電磁弁３０と、その供給流量
を検出する流量センサ３１と、この流量センサ３１と連係して供給流量を変更調整するた
めの水量サーボ弁により構成された流量調整手段としての流量調整弁３２とを備えて構成
されている。又、注湯配管２９には、洗剤混入部２６と注湯電磁弁３０との間に逆止弁・
縁切り弁セットが介装されている。図例の逆止弁・縁切り弁セットは上下流両側位置の逆
止弁３３，３３に挟まれた状態で２つの縁切り弁３４，３４を介装させて構成している。
これらは、一次側である熱源機４側が停電や故障等の原因により低圧状態（負圧状態）に
万一陥ったとしても、浴槽２側から熱源機４側に逆流しないように遮断するために介装さ
れるものである。なお、図１の符号３５はフィルタである。ここで、「洗浄水」という場
合は、洗剤が混入された湯水の他に、洗剤を含まないすすぎ洗浄用の湯水も含むものであ
る。
【００２７】
　前記洗浄ノズル２４は浴槽２の底壁を貫通して設置され先端開口(上面開口)から浴槽２
の内壁面等に向けて所定範囲の広がりをもって洗浄水を噴出するようになっている。なお
、洗浄ノズル２４として、図例では１つのみを図示しているが、浴槽２のサイズや洗浄対
象の浴槽等に応じて２以上のものを所定配置にて設置することができ、その場合には洗浄
配管２５から他の洗浄ノズルに向けて第２・第３の洗浄配管を分岐させればよい。
【００２８】
　洗剤混入部２６はベンチュリ管により構成されている。洗剤混入部２６は、洗剤電磁弁
２８を開作動（例えば所定時間ずつ間欠的に開作動）させることにより洗剤タンク２７か
ら供給される所定量の洗剤が、洗剤混入部２６において洗浄水の通過に伴い発生する負圧
吸引作用により洗浄水中に吸い込まれて混合されるようになっている。そして、洗剤電磁
弁２８を開弁状態にさせている開弁時間の長短によって、１回の洗浄に対する洗剤供給量
の調整が可能となっている。なお、前記洗剤タンク２７には洗剤の液位を検知するフロー
トスイッチが設置されており、所定の液位まで低下したことを検知して後述の洗浄コント
ローラ６に出力するようになっている。
【００２９】
　前記の浴槽洗浄ユニット３の各作動要素２８，３０，３２や、浴槽２の洗浄に係る作動
要素２２，２３は、洗浄制御手段としての洗浄コントローラ６によって作動制御されるよ
うになっている。この洗浄コントローラ６には洗浄運転用の洗浄リモコン６１が接続され
る一方、洗浄コントローラ６（図２も併せて参照）は熱源機コントローラ５と双方向通信
可能に接続されている。そして、ユーザが洗浄リモコン６１を用いて洗浄の実行を入力操
作（例えば洗浄スイッチのＯＮ操作）することにより、洗浄コントローラ６は熱源機コン
トローラ５と連係して浴槽等を対象にした浴槽洗浄制御を実行するようになっている。な
お、熱源機コントローラ５には、台所リモコン５１に加えて浴室リモコン６２が接続され
ており、この浴室リモコン６２により湯張りや追い焚き運転の入力操作をし得るようにな
っている。又、前記の浴槽洗浄制御の実行は、風呂自動スイッチ等のＯＮ操作により風呂
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湯張り等の前段階において自動的に開始されるようにしても、あるいは、ユーザ設定等に
より入浴終了後の排水スイッチ等のＯＮ操作により排水処理後の所定のタイミングで自動
的に開始されるようにしてもよい。
【００３０】
　次に、前記洗浄コントローラ６により実行される浴槽洗浄制御について詳細に説明する
。なお、以下では、浴槽洗浄制御は洗浄スイッチのＯＮ操作により開始されるものとして
説明する。浴槽洗浄制御は、前段階の喫水面水位データ取得処理と、喫水面水位データ取
得処理により取得された喫水面水位データＬa，Ｌbに基づき実行される浴槽洗浄処理とを
有している。熱源機コントローラ５は、給湯制御部５２、風呂制御部５３及び喫水面水位
取得処理部５４を備え、洗浄コントローラ６は、浴槽洗浄処理を実行する洗浄制御部６３
と、予め登録された吐出流量テーブル６４とを備えている。吐出流量テーブル６４は、図
３に例示するように、喫水面水位の高低と、その喫水面水位の喫水線位置まで洗浄ノズル
２４からの噴射により洗浄水を到達させるための洗浄水の吐出流量との関係について、予
め試験等により得たものを関係テーブルのデータ形式に整理したものである。つまり、吐
出流量テーブル６４により割り出された吐出流量を流量調整弁３２により設定することで
、洗浄ノズル２４から噴射（吐出）される洗浄水がその吐出流量に対応する喫水面水位の
喫水線位置まで到達することになる。喫水面水位取得処理部５４により喫水面水位データ
取得処理（図４，図５に例示）が実行され、洗浄制御部６３により喫水面水位データＬa
，Ｌbに基づき吐出流量テーブル６４から割り出された吐出流量による洗浄水噴射（図６
に例示）が実行されることになる。
【００３１】
　以下、図４，図５を参照しつつ、前段階の喫水面水位データ取得処理について説明する
。この喫水面水位データ取得処理は、湯張り完了から入浴が終了して排水されるまでの間
に得られる水位センサ４９からの水位検出値に基づいて行われる。まず、湯張りが完了し
たことを確認した上で（ステップＳ１１でＹＥＳ）、喫水面水位データＬａ，Ｌｂをリセ
ットする（ステップＳ１２）。湯張り完了は、熱源機コントローラ５の風呂制御部５３か
らの出力信号、つまり入力設定された基準湯張り水位Ｌｓ（図７（ａ）参照）までの湯張
りが完了した旨の出力信号を受けて判定する。喫水面水位データＬａ，Ｌｂのリセットは
、前回までに取得されて記録されていた値をリセットするものである。単なるリセット（
Ｌａ，Ｌｂ＝０）に代えて、所定の基準水位値を記録するようにしてもよい。ここで、Ｌ
ａは喫水面水位データの下限値を表し、Ｌｂは喫水面水位データの上限値を表す。
【００３２】
　次に、水位センサ４９からの水位検出値Ｌを取り込み（ステップＳ１３）、その水位検
出値Ｌの変化に基づいて入浴者が入浴したか否かの判定を行う（ステップＳ１４）。この
判定は、水位検出値Ｌの前回検出値から今回検出値までの間で設定値以上の急激な水位上
昇があれば入浴者が入浴したと判定し、そうでなければ入浴はないと判定する。入浴があ
れば（ステップＳ１４でＹＥＳ）、その入浴は今回の湯張り後で初回のものか否かを判定
し（ステップＳ１５）、初回であれば（ステップＳ１５でＹＥＳ）、その急激な水位上昇
後の水位Ｌｕｐ１の値を喫水面水位データＬａ，Ｌｂにそれぞれ設定・更新し（ステップ
Ｓ１６）、続いて、ステップＳ１３での新たな水位検出値Ｌの取り込み、ステップＳ１４
の判定を繰り返す。例えば図７（ｂ）に示すように入浴者Ｐが入浴したことによって水位
がＬｓからＬｕｐ１に上昇すれば、そのＬｕｐ１をひとまず喫水面水位データＬａ，Ｌｂ
の双方に設定する。
【００３３】
　２回目以降のステップＳ１４における入浴したか否かの判定は、同じ人でも２回目の入
浴であったり、あるいは、異なる人が同じ湯張り状態の浴槽２に入浴したりする場合を想
定している。従って、２回目以降の入浴が無ければ（ステップＳ１４でＮＯ）、喫水面水
位データの下限値Ｌａ，上限値Ｌｂは共に同じ値となる。２回目の入浴があれば（ステッ
プＳ１４でＹＥＳ，ステップＳ１５でＮＯ）、もしも、今回の水位検出値Ｌが前回の水位
Ｌｕｐ１よりも低ければ、その水位検出値Ｌを下限値Ｌａに設定・更新し、逆に、もしも
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、今回の水位検出値Ｌが前回の水位Ｌｕｐ１よりも高ければ、その水位検出値Ｌを上限値
Ｌｂに設定・更新する（ステップＳ１７）。例えば、２回目の入浴者Ｐ（例えば子供）が
１回目の入浴者Ｐ（例えば父親）よりも小さければ、今回の水位上昇後の水位は１回目の
水位Ｌｕｐ１よりも低くなるため、その水位の値を下限値Ｌａに設定して更新する。逆に
、２回目の入浴者Ｐ（例えば父親）が１回目の入浴者Ｐ（例えば子供）よりも大きければ
、今回の水位上昇後の水位は１回目の水位Ｌｕｐ１よりも高くなるため、その水位の値を
上限値Ｌｂに設定して更新する。
【００３４】
　次に、水位検出値Ｌに基づいて一定速度の連続した水位降下があったか否かの判定（ス
テップＳ１８）、もしも該当する水位降下があれば（ステップＳ１８でＹＥＳ）、その水
位降下は循環アダプタ２１の循環口を下回ったか否かの判定（ステップＳ１９）、もしも
図８（ａ）に示すように基準水位Ｌｓから水位降下してその水位が循環アダプタ２１の循
環口を下回っていれば（ステップＳ１９でＹＥＳ）、下回ってから設定時間が経過したか
否かの判定（ステップＳ２０）を順に実行し、もしも設定時間が経過していれば（ステッ
プＳ２０でＹＥＳ）、その時点で喫水面水位データの下限値Ｌａ及び上限値Ｌｂに格納さ
れているデータを洗浄コントローラ６に送出し（ステップＳ２１）、次の湯張り完了まで
待機する（ステップＳ１１でＮＯ）。水位降下が前記の循環アダプタ２１の循環口を下回
れば、もはや水位センサ４９による水位検出は不能となるため、排水栓２２から完全に排
水されるのに要する時間値が設定されている前記の設定時間の経過を待った上で、浴槽２
から完全に排水されたものと判定するようにしている。
【００３５】
　逆に、ステップＳ１８で該当する水位降下が無ければ（ステップＳ１８でＮＯ）、水位
降下はあったがまだ循環口を下回ってはいなければ（ステップＳ１９でＮＯ）、あるいは
、循環口を下回ったもののまだ設定時間が経過していなければ（ステップＳ２０でＮＯ）
、いずれもステップＳ１３に戻って、水位検出（ステップＳ１３）、入浴したか否かの判
定（ステップＳ１４）、喫水面水位データの更新（ステップＳ１７）を繰り返す。以上で
、今回の湯張り状態での喫水面水位データ取得処理が完了する。
【００３６】
　次に、熱源機コントローラ５から送出された喫水面水位データＬａ，Ｌｂに基づき洗浄
コントローラ６により実行される浴槽洗浄処理について説明する。前提として、洗浄リモ
コン６１の洗浄スイッチがユーザによりＯＮされて洗浄指令に係る信号が出力されると浴
槽洗浄制御が開始される。
【００３７】
　まず、基本的な浴槽洗浄処理の一例について簡単に説明すると、洗剤混入部２６におい
て洗剤を混入した洗浄水を洗浄ノズル２４から噴出させて浴槽内等を洗浄する浴槽洗浄モ
ードと、この後に洗剤を混入させない洗浄水を洗浄ノズル２４から噴出させるすすぎ洗浄
モードとを行う。例えば、まず、開閉駆動機構２３を開作動させることにより排水栓２２
を開変換し、排水栓２２が開状態のままで設定時間(例えば１０分間)だけ待機することに
より、浴槽２内に残水が有ったとしてもその残水が排水されて空になるまで待つ。次に、
注湯電磁弁３０を開切換制御した上で洗剤電磁弁２８を開切換することで、熱源機コント
ローラ５を介して燃焼バーナ４３が燃焼作動され、給湯路４４及び注湯配管２９を通して
湯を洗浄配管２５に給湯する。この給湯が洗剤混入部２６を通過する際に、開状態の洗剤
電磁弁２８を通して供給された洗剤が負圧吸引作用により給湯に混入・混合され、これに
より、洗剤が混入された洗浄水が洗浄ノズル２４から浴槽２内に噴出されて洗浄が行われ
ることになる。所定時間又は所定流量分の洗浄を継続させた後、前記洗剤電磁弁２８を閉
切換させることで、以後、洗剤を含まない清浄な湯水だけの洗浄水によりすすぎ洗浄モー
ドが実行されることになる。このすすぎ洗浄モードによるすすぎ洗浄を所定時間又は所定
流量分だけ実行した後、注湯電磁弁３０を閉切換えするなどして洗浄水の噴射を停止し、
排水に要する設定時間の経過を待って前記の排水栓２２を閉変換させて終了する。以上で
１サイクル（１回）の洗浄が完了する。
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【００３８】
　洗浄リモコン６１では、強力・通常・簡易の洗浄メニューの内からユーザの意思により
選択設定が可能となっており、「強力」が選択設定されると前記の浴槽洗浄もモードと、
すすぎ洗浄モードとからなる洗浄サイクルが例えば４回繰り返され、初期設定の「通常」
であると例えば３回繰り返され、「簡易」が選択設定されると例えば２回繰り返されるよ
うに繰り返し回数が設定されるようになっている。なお、このような浴槽洗浄処理は、ユ
ーザの洗浄リモコン６１に対する入力操作に基づき行われるため、その処理の実行は風呂
使用の前段階か後段階か、あるいは、風呂使用が行われても浴槽洗浄処理を実行しないか
、等はユーザの選択に委ねられる。
【００３９】
　次に、前記の洗浄サイクルにおいて洗浄水の吐出流量の変更調整を行うという本実施形
態の特徴的な浴槽洗浄処理について、図６を参照しつつ説明する。まず、熱源機コントロ
ーラ５から喫水面水位データＬａ，Ｌｂの各値を受信していることを確認した上で（ステ
ップＳ３１でＹＥＳ）、その受信している喫水面水位データの下限値Ｌａ，上限値Ｌｂに
対応する吐出流量Ｑｘ，Ｑｙを吐出流量テーブル６４（図３参照）から割り出す（ステッ
プＳ３２）。割り出された吐出流量Ｑｘ，Ｑｙは、図８（ｂ）に示すように、例えば吐出
流量Ｑｘ（例えば４Ｌ／分）で洗浄水を洗浄ノズル２４から噴射させると、その噴射され
た洗浄水が前記下限値Ｌａに相当する喫水線位置の内壁面に到達することになり、吐出流
量Ｑｙ（例えば６Ｌ／分）で洗浄水を洗浄ノズル２４から噴射させると、その噴射された
洗浄水が前記下限値Ｌｂに相当する喫水線位置の内壁面に到達することになる、流量値を
表す。
【００４０】
　そして、現在設定されている洗浄サイクルの繰り返し回数が初回であれば（ステップＳ
３３でＹＥＳ）、吐出流量が（Ｑｘ－０．５）Ｌ／分～（Ｑｘ＋０．５）Ｌ／分の範囲に
なるように流量調整弁３２の開度を変更調整して、前述の浴槽洗浄モードと、すすぎ洗浄
モードとを実行する（ステップＳ３４）。つまり、まず先に、喫水面水位データの下限値
Ｌａに相当する下側位置の喫水線近傍に対する洗浄を実行する。そして、この間、吐出流
量が前記の（Ｑｘ－０．５）Ｌ／分～（Ｑｘ＋０．５）Ｌ／分の範囲にあることをチェッ
クし（ステップＳ３５でＹＥＳ）、万一、前記範囲を外れていれば（ステップＳ３５でＮ
Ｏ）、機器故障が疑われるため、エラー処理を実行する。エラー処理としては、例えば、
全ての作動を強制的に停止させ、例えば洗浄リモコン６１等のリモコンに対しエラー表示
、警告灯の点灯・点滅、警告音の吹鳴等の処理を行う。
【００４１】
　初回のサイクルが終了すれば、次に、選択されている洗浄メニュー（強力，通常又は簡
易）で設定されている繰り返し回数に満たないため（ステップＳ３６でＮＯ）、ステップ
Ｓ３３での判定に戻り、２回目以降であるため（ステップＳ３３でＮＯ）、次に、吐出流
量が（Ｑｙ－０．５）Ｌ／分～（Ｑｙ＋０．５）Ｌ／分の範囲になるように流量調整弁３
２の開度を変更調整して、前述の浴槽洗浄モードと、すすぎ洗浄モードとを実行する（ス
テップＳ３７）。つまり、２回目以降は、喫水面水位データの上限値Ｌｂに相当する上側
位置の喫水線近傍に対する洗浄を実行する。この場合も、前述と同様に、吐出流量が前記
の（Ｑｙ－０．５）Ｌ／分～（Ｑｙ＋０．５）Ｌ／分の範囲にあることをチェックし（ス
テップＳ３８でＹＥＳ）、万一、前記範囲を外れていれば（ステップＳ３８でＮＯ）、機
器故障が疑われるため、前述と同様のエラー処理を実行する。そして、これらを設定され
ている繰り返し回数が完了するまで実行し（ステップＳ３６でＮＯ）、繰り返し回数だけ
洗浄を実行し終えれば（ステップＳ３６でＹＥＳ）、以後の付随する処理（例えば、経過
時間の待機や、排水栓２２の閉切換）を実行する。
【００４２】
　以上の浴槽洗浄処理の場合、実際の入浴状況に応じて得られた喫水面水位データに基づ
いて、その喫水面水位データに対応する喫水線位置に対し洗浄水を噴射させて洗浄するこ
とができる。かかる喫水線位置に入浴後の汚れが最も付着することになるため、その汚れ



(10) JP 5772048 B2 2015.9.2

10

20

30

を確実に洗浄して除去することができるようになる。しかも、入浴者がたとえ複数人いた
としても、喫水面水位データとして下限値Ｌａ，上限値Ｌｂの各値を取得し、上下各喫水
線位置の双方に対し洗浄水を噴射させて洗浄することができる。このため、実際の入浴状
況に応じて浴槽２の内壁面に付着してしまうことになる汚れの全てを、的確に洗浄して洗
い流すことができる。その際、下側の喫水線位置に対する洗浄を先に実行し、その後で上
側の喫水線位置に対する洗浄を実行するようにしているため、下位にある汚れがまだら模
様になって残るような現象（図９参照）を確実に防止することができる。さらに、喫水面
水位データを取得するのに、熱源機４に内蔵されている水位センサ４９を用いているため
、浴槽２に対し水位センサ等を特別に設置することなく、熱源機コントローラ５との連係
により効率よく喫水面水位データの取得処理を行うことができる。
【００４３】
＜他の実施形態＞
　なお、本発明は前記実施形態に限定されるものではなく、その他種々の実施形態を包含
するものである。すなわち、前記洗浄ノズル２４の設置位置は浴槽２の底壁に限らず、例
えば底壁近傍位置の側壁等であってもよく、又、熱源機４として、１缶２水式に限らず、
２缶２水式等の種々の構成のものを用いた場合にも本発明を適用することができる。さら
に、水位検出のために熱源機４に内蔵された水位センサ４９を用いた例を示したが、これ
に限らず、浴槽２等に水位センサ又は水位計等の水位検出手段を設置し、これを用いるよ
うにしてもよい。又、前記実施形態では吐出流量テーブル６４を予め記憶登録しているが
、これに限らず、喫水面水位データＬａ，Ｌｂと吐出流量Ｑｘ，Ｑｙとの関係式を定め、
取得した喫水面水位データＬａ，Ｌｂの値から前記関係式を用いて演算処理により吐出流
量Ｑｘ，Ｑｙを割り出すようにしてもよい。
【符号の説明】
【００４４】
２　　　　　　浴槽
３　　　　　　浴槽洗浄ユニット
４　　　　　　熱源機
５　　　　　　熱源機コントローラ
６　　　　　　洗浄コントローラ（洗浄制御手段）
２４　　　　　洗浄ノズル
３２　　　　　流量調整弁（流量調整手段）
４８　　　　　追い焚き循環路（浴槽内の湯水と連通可能な管路）
４９　　　　　水位センサ（水位検出手段）
５４　　　　　喫水面水位データ取得処理部
６４　　　　　吐出流量テーブル
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